
プログラム

２月26日（土）

12:30 ～ 12:35　開会の辞

12:35 ～ 13:35	 特別講演
座長　中嶋　正博（大阪歯科大学歯学部口腔外科学第二講座）

口唇麻痺の法律学
佐久間泰司（大阪歯科大学歯学部医療安全管理学／ペインクリニック　教授）

13:45 ～ 14:25　総会（Liveのみ）

14:25 ～ 14:40	 学会賞受賞講演
座長　飯田　征二（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科顎口腔再建外科学分野）

摂食関連神経ペプチドによる三叉神経中脳路核ニューロン周波数応答
特性の神経修飾作用

関　　壮樹（せき　そうじゅ）（大阪大学大学院歯学研究科口腔外科学第一教室）

14:50 ～ 15:26	 一般演題Ⅰ
座長　高田　訓（奥羽大学歯学部口腔外科学講座）

1-1 下顎孔伝達麻酔法の学生相互実習での舌神経障害について
〇芹澤慎生、石田喬之、大河内孝子、石畑清秀、岐部俊郎、鈴木甫、手塚征宏、吉村卓也、
木村菜美子、成昌奐、野添悦郎、中村典史

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科口腔顎顔面外科学分野

1-2 化学療法の副作用として出現した味覚障害に対する低亜鉛血症治療薬の使用経験
〇牛村彩子、石本俊介、田中徳昭、石濱孝二
大阪警察病院歯科口腔外科

1-3 舌がん患者の術前・術後における舌知覚変化について
〇鈴木真央、松永和秀、紀之定紘子、梶川ひとみ、森田祥弘、鵜澤成一
大阪大学歯学部付属病院口腔外科学第二教室（顎口腔病因病態制御学講座）
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1-4 当院における末梢性三叉神経障害症例に対する神経修復術の予後について
〇山本裕義1、西山明宏1、吉田元1、岩崎亮 1、杉浦慧 1、田中斉 2、加藤禎彬1、山崎梓 2、
有泉高晴2、村山雅人2、髙野正行2、片倉朗 1

１）東京歯科大学口腔病態外科学講座
２）東京歯科大学口腔顎顔面外科学講座

15:26 ～ 15:53	 一般演題Ⅱ
座長　松村　達志（和歌山県立医科大学歯科口腔外科学講座）

2-1 当科における下顎枝矢状分割後のオトガイ神経知覚異常発症における危険因子の
検討
〇長谷小町1、本橋具和2、濱田翔央1、西口雄祐1、池部祥司1、正重裕一2、藤井智子2、
渡辺昌広2、堀井活子2、窪寛仁2、大西祐一2、中嶋正博2

１）大阪歯科大学大学院歯学研究科口腔外科学専攻
２）大阪歯科大学口腔外科学第二講座

2-2 美容外科手術後に下歯槽神経障害をきたした２例
〇有泉高晴1、西山明宏2、田中斉 1、岩﨑亮 2、杉浦慧 2、山本裕義2、山﨑梓 1、片倉朗 2、
髙野正行1

１）東京歯科大学口腔顎顔面外科学講座
２）東京歯科大学口腔病態外科学講座

2-3 顎変形症術後に生じた多発下位脳神経麻痺の１例  
―発症から回復までの動画所見を主体に―
〇松下和裕1、足利雄一2、義達理恵子2、青海哲也2、格口渉 2、大廣洋一2

１）北海道大学病院高次口腔医療センター顎口腔機能治療部門
２）北海道大学大学院歯学研究院口腔病態学講座顎顔面外科学教室

16:00 ～ 16:27	 一般演題Ⅲ
座長　澁谷　徹（松本歯科大学歯科麻酔学講座）

3-1 薬剤関連顎骨壊死による疼痛に対して下顎神経ブロックを行った一例
〇今城育美1、大山順子1、山田朋弘1、藤永貴大1、長野公喜1、矢内雄太1、石井広太郎2、
今利一寿3、木附智子1、森悦秀1

１）九州大学大学院歯学研究院口腔顎顔面病態学講座口腔顎顔面外科学分野
２）飯塚病院歯科口腔外科
３）佐世保共済病院歯科口腔外科

3-2 下歯槽神経障害に対するオンライン診療の取り組み
〇村山雅人1,2

１）医療法人社団ムラヤマ歯科
２）東京歯科大学口腔顎顔面外科学講座
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3-3 下顎埋伏智歯抜歯が自律神経機能に及ぼす影響
〇川原一郎1、渡邊輝 1、西祐也1、高橋文太郎1、宇根岡大典1、倉賀野徹 1、川嶋雅之1、
臼田真浩1、小嶋忠之1、御代田駿 1、金秀樹1、高田訓 1、臼井万里2

１）奥羽大学歯学部口腔外科学講座
２）うすい歯科・矯正歯科クリニック

16:27 ～ 16:54	 一般演題Ⅳ
座長　岸本　裕充（兵庫医科大学歯科口腔外科学講座）

4-1 下顎埋伏智歯抜歯術後に生じた舌神経知覚異常に対し保存的治療が奏功した１例
〇穐山凌、藤本愉莉、外川健史、簑田宜子、西浦輝、松川誠、関壮樹、横田祐介、田中晋
大阪大学大学院歯学研究科口腔外科第一教室

4-2 医原性舌神経障害に対して人工神経を用い再建を行った２例
〇田坂ゆかり1、鈴木滋 1、岡本健二朗1、上田眞道1、角谷有吏子1、水間庸介1、家田晋輔4、
溝端直樹2、森恵一3、松村達志1

１）和歌山県立医科大学歯科口腔外科学講座
２）新宮市立医療センター歯科口腔外科
３）国立南和歌山医療センター歯科口腔外科
４）橋本市民病院歯科口腔外科

4-3 神経再生誘導チューブによる神経修復が神経障害性疼痛に有効であった 2 例
〇西山明宏1、加藤宏 2、有泉高晴2、田中斉 2、杉浦慧 1、山崎梓 2、山本裕義1、佐々木研一2、
髙野正行2、片倉朗 1

１）東京歯科大学口腔病態外科学講座
２）東京歯科大学口腔顎顔面外科学講座

16:54 ～ 17:00　閉会
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